
長岡京市議会だより　No.237 8長岡京市議会だより　No.2379

（決算審査特別委員会小委員会での審査）

総 括 質 疑
　９月定例会では、決算審
査特別委員会において各会
派の代表が、令和２年度決
算について一問一答方式に
よる質疑を行いました。
　ここでは、その質疑の一
部を掲載します。

問
　第
３
期
環
境
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の

調
査
で
、
身
近
な
環
境
の
満
足
度
は
、
農

地
の
多
い
北
部
で
は
高
く
、
農
地
の
少
な

い
地
域
で
は
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
都

市
農
地
の
環
境
共
生
を
ど
う
考
え
る
か
。
　

答
　都
市
農
地
は
、
身
近
な
場
所
に
自
然
が

残
る
こ
と
で
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
豊
か

な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
地
下
水
の
か
ん
養
や
生
物
の
保
護

な
ど
に
も
寄
与
す
る
た
め
、
持
続
的
な
発

展
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
　

　
　
　
　
　
　

中
小
路
　貴
司

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

問
　市
制
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
や
、
新
し
い
生
活
様

式
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
も

変
化
し
て
い
る
。
次
の
50
年
に
向
け
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
未
来
像
を
描
く
の
か
。
　

答
　成
熟
し
た
ま
ち
と
し
て
、
徹
底
的
に
暮

ら
し
や
す
さ
に
焦
点
を
あ
て
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
た
い
。
そ
れ
に
は
、
定
住
の
促

進
、
交
流
の
拡
大
、
ま
ち
の
新
陳
代
謝
が

非
常
に
重
要
と
考
え
る
。
人
が
出
会
い
、

つ
な
が
り
あ
え
る
ま
ち
を
目
指
し
た
い
。

　

問
　学
校
給
食
で
の
地
産
地
消
と
し
て
、
各

校
に
１
つ
の
担
当
農
家
が
12
品
目
栽
培
し

納
品
し
て
い
る
。
多
品
目
の
納
入
は
農
家

に
負
担
で
あ
り
、
作
物
別
に
各
農
家
が
納

入
す
る
ほ
う
が
、
よ
り
良
い
野
菜
を
作
れ
、

給
食
も
充
実
す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
　

答
　多
品
目
で
収
穫
時
期
が
異
な
る
野
菜
の

納
品
は
、
農
家
の
安
定
し
た
収
入
確
保
に

つ
な
が
る
。
ま
た
、
一
品
目
の
み
だ
と
、

災
害
や
病
害
虫
の
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、

現
在
の
方
法
が
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　

問
　コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
勝
龍
寺
城
築
城
４

５
０
年
祭
記
念
講
演
会
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
大
河
イ
ヤ
ー
の
よ
う
な
集
客

力
が
あ
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
６
月
開
催
の

講
演
会
は
延
期
と
な
っ
た
が
、
定
員
を
大

幅
に
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。
今
年
度
も
、

市
民
や
市
外
の
方
に
も
関
心
が
高
い
と
考

え
る
。
な
お
、
よ
り
多
く
の
来
場
者
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
会
場
を
変
更
し
、
来
年

１
月
に
再
度
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
　

　
　
　
　

問
　自
転
車
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
。
　

答
　本
市
で
は
、
自
転
車
走
行
環
境
の
整
備

を
国
や
京
都
府
と
連
携
し
て
進
め
て
お
り
、

令
和
３
年
３
月
に
自
転
車
活
用
推
進
計
画

を
作
成
し
た
。
本
計
画
は
京
都
市
を
除
い

て
、
府
下
で
初
め
て
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

府
で
は
本
市
の
取
り
組
み
を
好
例
と
し
て
、

他
市
町
村
に
広
げ
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
順
次
、
整
備
を
進
め
て

い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
30
代
の
次
に
中
高
生
の
予
約

を
開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
中
高
生
の

優
先
接
種
に
取
り
組
む
理
由
は
何
か
。
　

答
　全
国
的
に
学
校
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
頻

発
し
て
い
る
状
況
や
、
20
代
は
職
域
接
種

や
大
学
な
ど
で
の
接
種
機
会
が
あ
る
。
一

方
、
中
高
生
に
は
こ
れ
ま
で
機
会
が
な
か

っ
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
受
験
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
、
摂
取
機
会

を
つ
く
る
こ
と
を
判
断
し
た
。
　
　
　
　

　

問
　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
公
立
の
施
設
と

し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
民
営
化
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
民
間
委
託
に
よ
り
、
公
的
な

責
任
が
離
れ
る
不
安
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答
　民
営
化
し
て
も
実
施
主
体
は
市
教
育
委

員
会
で
あ
る
。
民
営
化
の
際
は
、
今
ま
で

通
り
の
保
育
内
容
が
継
続
で
き
る
よ
う
仕

様
書
を
し
っ
か
り
定
め
、
引
継
ぎ
を
重
視

し
て
い
る
。
ま
た
、
受
託
法
人
に
も
保
育

の
充
実
に
努
め
て
も
ら
っ
て
お
り
、
保
護

者
か
ら
も
お
お
む
ね
好
評
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

問
　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
自
宅
療
養
者
に
、

保
健
所
か
ら
だ
け
で
な
く
、
市
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
困
っ
て
い
る
こ

と
は
何
で
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
と
呼
び

か
け
る
こ
と
も
重
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　自
宅
療
養
者
に
は
、
保
健
所
か
ら
市
に

遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
と
伝
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
観
察
聞
き
取

り
業
務
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
配
送
な

ど
、
保
健
所
と
連
携
し
て
支
援
し
て
お
り
、

自
宅
療
養
者
の
対
応
は
で
き
て
い
る
。
　

　

問
　か
つ
て
、
教
育
に
か
か
る
消
耗
品
軽
減

分
の
補
助
を
市
は
出
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
ク
ラ
ブ
費

が
高
額
な
部
活
も
あ
る
。
教
材
費
や
ク
ラ

ブ
費
の
一
部
公
的
負
担
で
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　

答
　公
的
負
担
を
す
る
に
は
、
実
際
学
校
現

場
の
中
で
の
必
要
性
や
、
税
で
負
担
す
る

こ
と
の
妥
当
性
が
判
断
基
準
と
な
る
が
、

保
護
者
負
担
軽
減
は
本
市
の
施
策
の
下
地

に
な
る
た
め
、
検
討
は
十
分
あ
り
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　

問
　本
市
で
は
、
浸
水
対
策
事
業
と
し
て
京

都
府
と
連
携
し
、
い
ろ
は
呑
龍
ト
ン
ネ
ル

南
幹
線
の
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　市
域
南
側
の
雨
水
を
取
り
込
む
分
水
施

設
の
工
事
は
、
11
月
頃
完
了
し
、
そ
の
後
、

府
が
分
水
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、
12
月
頃
に

完
成
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
雨
水
を
桂
川

に
放
流
す
る
呑
龍
ポ
ン
プ
場
が
12
月
頃
に

完
成
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
と
併
せ
て
南
幹

線
の
一
部
が
供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
　

問
　大
規
模
災
害
が
起
き
た
場
合
、
避
難
す

る
場
所
は
身
近
な
小
学
校
や
中
学
校
な
ど

で
あ
る
。
夜
中
な
ど
、
学
校
に
誰
も
い
な

い
と
き
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
校
門
の
解
錠
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　学
校
開
放
運
営
協
議
会
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
の
ほ
う
で
学
校
の
鍵
を
管

理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
職
員
が
い

け
な
い
場
合
は
、
ま
ず
地
域
の
方
で
開
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　

　

小
野
　洋
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

冨
田
　達
也

輝（
か
が
や
き
）

宮
小
路
　康
文

輝（
か
が
や
き
）

輝（
か
が
や
き
）

白
石
　多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

進
藤
　裕
之

上
村
　真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

二
階
堂
　恵
子

日
本
共
産
党

住
田
　初
恵

日
本
共
産
党

浜
野
　利
夫

日
本
共
産
党

福
島
　和
人

公
明
党

石
井
　啓
子

公
明
党

問
　今
後
10
年
以
上
、
長
い
期
間
使
用
す
る

予
定
の
既
存
の
公
共
施
設
の
照
明
に
お
い

て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　現
在
、
本
市
で
は
環
境
基
本
計
画
の
見

直
し
中
で
あ
る
。
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ

ン
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を
本
市
も
宣
言
し
て

い
く
の
で
あ
れ
ば
、
率
先
し
て
公
共
施
設

も
消
費
電
力
自
体
の
削
減
の
た
め
に
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　

上
下
水
道

総
括
質
疑
と
は
？

　
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
は
、
分
野
ご
と
に

審
査
す
る
「
分
科
会
」

と
決
算
議
案
全
体
を
一
括
し
て
審
査

す
る
「
小
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
小
委
員
会
で
は
、
各
会
派
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人

あ
た
り
30
分
の
持
ち
時
間
で
、
一
問

一
答
方
式
の
質
疑
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
総
括
質
疑
」
と
言
い
ま
す
。

　 ～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

　皮膚を通して動脈血酸
素飽和度（動脈血中のヘ
モグロビンのうち何％に
酸素が結合しているかを
調べた値）と脈拍数を測
定する装置です。

パルスオキシメータカーボンゼロ
　温室効果ガスの排出を
全体としてゼロにするこ
と、つまり森林による吸
収分などと相殺して実質
的な排出量をゼロにする
ことです。
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で
あ
る
。

府
で
は
本
市
の
取
り
組
み
を
好
例
と
し
て
、

他
市
町
村
に
広
げ
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
順
次
、
整
備
を
進
め
て

い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
30
代
の
次
に
中
高
生
の
予
約

を
開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
中
高
生
の

優
先
接
種
に
取
り
組
む
理
由
は
何
か
。
　

答
　全
国
的
に
学
校
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
頻

発
し
て
い
る
状
況
や
、
20
代
は
職
域
接
種

や
大
学
な
ど
で
の
接
種
機
会
が
あ
る
。
一

方
、
中
高
生
に
は
こ
れ
ま
で
機
会
が
な
か

っ
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
受
験
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
、
摂
取
機
会

を
つ
く
る
こ
と
を
判
断
し
た
。
　
　
　
　

　

問
　放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
公
立
の
施
設
と

し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
民
営
化
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
民
間
委
託
に
よ
り
、
公
的
な

責
任
が
離
れ
る
不
安
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答
　民
営
化
し
て
も
実
施
主
体
は
市
教
育
委

員
会
で
あ
る
。
民
営
化
の
際
は
、
今
ま
で

通
り
の
保
育
内
容
が
継
続
で
き
る
よ
う
仕

様
書
を
し
っ
か
り
定
め
、
引
継
ぎ
を
重
視

し
て
い
る
。
ま
た
、
受
託
法
人
に
も
保
育

の
充
実
に
努
め
て
も
ら
っ
て
お
り
、
保
護

者
か
ら
も
お
お
む
ね
好
評
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

問
　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
自
宅
療
養
者
に
、

保
健
所
か
ら
だ
け
で
な
く
、
市
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
困
っ
て
い
る
こ

と
は
何
で
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
と
呼
び

か
け
る
こ
と
も
重
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　自
宅
療
養
者
に
は
、
保
健
所
か
ら
市
に

遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
と
伝
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
観
察
聞
き
取

り
業
務
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
配
送
な

ど
、
保
健
所
と
連
携
し
て
支
援
し
て
お
り
、

自
宅
療
養
者
の
対
応
は
で
き
て
い
る
。
　

　

問
　か
つ
て
、
教
育
に
か
か
る
消
耗
品
軽
減

分
の
補
助
を
市
は
出
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
ク
ラ
ブ
費

が
高
額
な
部
活
も
あ
る
。
教
材
費
や
ク
ラ

ブ
費
の
一
部
公
的
負
担
で
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
　

答
　公
的
負
担
を
す
る
に
は
、
実
際
学
校
現

場
の
中
で
の
必
要
性
や
、
税
で
負
担
す
る

こ
と
の
妥
当
性
が
判
断
基
準
と
な
る
が
、

保
護
者
負
担
軽
減
は
本
市
の
施
策
の
下
地

に
な
る
た
め
、
検
討
は
十
分
あ
り
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　

問
　本
市
で
は
、
浸
水
対
策
事
業
と
し
て
京

都
府
と
連
携
し
、
い
ろ
は
呑
龍
ト
ン
ネ
ル

南
幹
線
の
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　市
域
南
側
の
雨
水
を
取
り
込
む
分
水
施

設
の
工
事
は
、
11
月
頃
完
了
し
、
そ
の
後
、

府
が
分
水
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、
12
月
頃
に

完
成
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
雨
水
を
桂
川

に
放
流
す
る
呑
龍
ポ
ン
プ
場
が
12
月
頃
に

完
成
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
と
併
せ
て
南
幹

線
の
一
部
が
供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
　

問
　大
規
模
災
害
が
起
き
た
場
合
、
避
難
す

る
場
所
は
身
近
な
小
学
校
や
中
学
校
な
ど

で
あ
る
。
夜
中
な
ど
、
学
校
に
誰
も
い
な

い
と
き
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
校
門
の
解
錠
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　学
校
開
放
運
営
協
議
会
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
の
ほ
う
で
学
校
の
鍵
を
管

理
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
職
員
が
い

け
な
い
場
合
は
、
ま
ず
地
域
の
方
で
開
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　

　

小
野
　洋
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

冨
田
　達
也

輝（
か
が
や
き
）

宮
小
路
　康
文

輝（
か
が
や
き
）

輝（
か
が
や
き
）

白
石
　多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

進
藤
　裕
之

上
村
　真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

二
階
堂
　恵
子

日
本
共
産
党

住
田
　初
恵

日
本
共
産
党

浜
野
　利
夫

日
本
共
産
党

福
島
　和
人

公
明
党

石
井
　啓
子

公
明
党

問
　今
後
10
年
以
上
、
長
い
期
間
使
用
す
る

予
定
の
既
存
の
公
共
施
設
の
照
明
に
お
い

て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　現
在
、
本
市
で
は
環
境
基
本
計
画
の
見

直
し
中
で
あ
る
。
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ

ン
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
を
本
市
も
宣
言
し
て

い
く
の
で
あ
れ
ば
、
率
先
し
て
公
共
施
設

も
消
費
電
力
自
体
の
削
減
の
た
め
に
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　

上
下
水
道

総
括
質
疑
と
は
？

　
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
は
、
分
野
ご
と
に

審
査
す
る
「
分
科
会
」

と
決
算
議
案
全
体
を
一
括
し
て
審
査

す
る
「
小
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
小
委
員
会
で
は
、
各
会
派
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人

あ
た
り
30
分
の
持
ち
時
間
で
、
一
問

一
答
方
式
の
質
疑
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
総
括
質
疑
」
と
言
い
ま
す
。

　 ～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

　皮膚を通して動脈血酸
素飽和度（動脈血中のヘ
モグロビンのうち何％に
酸素が結合しているかを
調べた値）と脈拍数を測
定する装置です。

パルスオキシメータカーボンゼロ
　温室効果ガスの排出を
全体としてゼロにするこ
と、つまり森林による吸
収分などと相殺して実質
的な排出量をゼロにする
ことです。


